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みどりの

発
行
／
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟

　熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
2-

3

　電
話 

0
9
6-

3
2
8-

1
2
8
4

　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
7
年
2
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
立
春
は
、二
十
四
節
季
に
お
い
て
春
の
始
ま
り
と

さ
れ
る
日
で
、節
分
の
翌
日
に
な
り
ま
す
。で
は
、今
年

の
節
分
は
い
つ
か
と
い
う
と
、2
月
2
日
で
す
。旧
暦

で
は
立
春
が
新
年
で
あ
っ
た
た
め
、そ
の
前
の
日
に
邪

気
を
払
う
目
的
で
は
じ
ま
っ
た
よ
う
で
す
。一
般
的
に

は
2
月
3
日
が
節
分
で
豆
ま
き
を
行
い
、恵
方
巻
を

食
べ
る
風
習
が
あ
る
よ
う
で
す
。ま
た
、恵
方
巻
を
食

べ
る
時
は
方
角
が
話
題
に
な
り
ま
す
よ
ね
。年
神
様

が
い
る
方
角
を
向
い
て
食
べ
る
と
縁
起
が
い
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。今
年
は
西
南
西
の
方
角
で
す
。こ
の

恵
方
巻
は
大
阪
で
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
が
、コ
ン
ビ
ニ
店
の
チ
ェ
ー
ン
化
に
よ
り
全
国
に
広

が
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
恵
方
巻
の
具
材
は
、7
種
類（
か
ん
ぴ
ょ
う
・
し
い

た
け
・
卵
焼
き
・
桜
で
ん
ぶ
・
え
び
・
き
ゅ
う
り
）入
れ

る
と
よ
い
と
さ
れ
、縁
起
の
良
い
七
福
神
に
由
来
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、立
春
の
食
べ
物
と
言
え
ば
、ふ
き
の
と
う
が

有
名
で
す
。ち
ょ
っ
と
苦
み
が
あ
り
ま
す
が
、天
ぷ
ら

や
蕗
み
そ
が
好
き
で
す
。ま
た
、魚
で
は
魚
編
に
春
と

書
く
鰆（
さ
わ
ら
）で
す
。鰆
の
西
京
焼
き
や
照
焼
き

が
お
い
し
い
で
す
よ
ね
。

撮影：大崎 満洲美 様

「棚田のあかり」

第12回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品

　
令
和
6
年
を
振
り
返
る
と
、様
々
な
出
来
事
が
発
生
し

た
。令
和
6
年
の
正
月
に
は
、石
川
県
で
震
度
7
の
巨
大

地
震
に
よ
り
、能
登
半
島
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
。翌
日
に
は
、羽
田
空
港
で
日
本
航
空
機
と
海
上
保

安
庁
の
航
空
機
が
衝
突
し
、5
人
が
死
亡
し
両
機
と
も
炎

上
。3
日
に
は
、青
山
学
院
大
学
が
箱
根
駅
伝
で
7
度
目

の
総
合
優
勝
し
た
も
の
の
、熊
本
出
身
の
歌
手
八
代
亜
紀

さ
ん
の
訃
報
も
同
日
だ
っ
た
。

　
3
月
に
は
、日
銀
が
マ
イ
ナ
ス
金
利
を
17
年
ぶ
り
に
解

除
し
、金
利
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決
め
た
。ま
た
、小
林

製
薬
が
販
売
し
た
紅
麹
サ
プ
リ
を
服
用
し
、死
亡
と
の
因

果
関
係
を
疑
わ
れ
る
人
が
1
0
0
人
に
達
し
た
事
件
は
、

機
能
性
表
示
食
品
の
表
現
に
も
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。

　
5
月
に
は
、台
湾
で
蔡
英
文
総
統
か
ら
頼
清
徳
総
統
へ

と
バ
ト
ン
が
引
き
継
が
れ
た
。

　
6
月
に
は
東
京
都
知
事
選
が
行
わ
れ
、小
池
百
合
子
都

政
が
3
期
目
へ
と
発
進
し
た
。こ
の
都
知
事
選
で
話
題
を

集
め
た
の
が
、広
島
県
の
元
安
芸
高
田
市
長
の
石
丸
伸
二

氏
で
、S
N
S
を
駆
使
し
、1
6
0
万
票
以
上
を
獲
得
し

た
。

　
7
月
に
は
新
紙
幣
が
発
行
さ
れ
、熊
本
県
出
身
の
北
里

柴
三
郎
が
千
円
札
に
起
用
さ
れ
た
。ま
た
、米
国
で
は
大

統
領
選
挙
の
演
説
中
に
ト
ラ
ン
プ
候
補
が
銃
撃
さ
れ
負

傷
を
負
う
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。

　
8
月
に
は
宮
崎
で
震
度
6
の
地
震
が
発
生
し
、初
の

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」が
出
さ
れ
た
。

　
9
月
に
は
、自
民
党
総
裁
選
が
実
施
さ
れ
、岸
田
文
雄

総
裁
か
ら
石
破
茂
総
裁
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。ま
た
、米
大

リ
ー
グ
で
は
、大
谷
翔
平
選
手
が
50
本
塁
打
50
盗
塁
の
偉

業
を
成
し
遂
げ
た
。

　
10
月
に
は
衆
議
院
選
挙
が
あ
り
、自
公
連
立
政
権
が
過

半
数
割
れ
に
追
い
込
ま
れ
た
。ま
た
、令
和
の
米
騒
動
、米

不
足
が
連
日
話
題
に
な
っ
た
。一
方
、ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に

日
本
被
団
協
が
選
ば
れ
た
。

　
11
月
に
は
米
大
統
領
選
挙
で
ト
ラ
ン
プ
氏
が
勝
利
し

た
。

　
12
月
に
清
水
寺
で
発
表
さ
れ
た
今
年
の
漢
字
一
文
字
は

「
金
」に
決
ま
っ
た
が
、裏
金
、金
目
当
て
の
闇
バ
イ
ト
、オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
ル
な
ど
陰
日
向
に
現
れ
た
１
年

だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

あ
ぜ
み
ち

3
2025

令和7年

今月の表紙「いけるかな～（悩み中）」 (撮影：中川 めぐみ 様)　第12回 未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト入選作品
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▲木村敬知事へ要請を行うJAグループの代表者

▲山口裕熊本県議会議長（中央）と髙木健次副議長（右）に
要請書を手渡す宮本隆幸会長（左）

▲自民党県連の前川收会長ら役員に要請を行う
JAグループの代表者

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
と
県
農
政
連
等
は
12

月
18
日
に
県
知
事
と
県
議
会
議
長
、
自
民
党

県
連
会
長
に
対
し
て
、
令
和
7
年
度
の
農
業

政
策
と
予
算
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
庁
等
を
訪
れ
た
の
は
熊
本
県
内
13
農
業
団

体
の
代
表
者
で
、
農
業
関
連
予
算
で
は
、
水
田

産
地
化
総
合
推
進
事
業
、
く
ま
も
と
土
地
利
用

型
農
業
競
争
力
強
化
支
援
事
業
、
野
菜
価
格
安

定
対
策
事
業
な
ど
、
57
事
業
に
お
よ
ぶ
約

2
1
4
億
8
3
1
万
円
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
政
策
要
望
に
お
い
て
は
、
食
料

自
給
率
・
自
給
力
の
着
実
な
向
上
に
つ
な
が
る

目
標
設
定
と
次
期
基
本
計
画
を
策
定
し
、
生
産

基
盤
の
拡
大
・
生
産
性
向
上
等
農
業
生
産
の
増

大
に
向
け
た
施
策
を
具
体
化
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。
ま
た
、
経
営
安
定
対
策
等
を
強
化
す
る

「
令
和
7
年
度
熊
本
県
農
業
政
策・予
算
」を
要
望

「
令
和
7
年
度
熊
本
県
農
業
政
策・予
算
」を
要
望

な
ど
対
策
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
必
要
な
支
援
策

を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
他
の
重
点
項
目
と
し
て

は
、
適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
と
国
民
へ
の
理

解
醸
成
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
踏

ま
え
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
、
2
0
2
4
年

輸
送
問
題
に
関
す
る
支
援
、
共
同
利
用
施
設
の

老
朽
化
に
伴
う
再
編
整
備
等
へ
の
支
援
、
半
導

体
関
連
企
業
進
出
に
伴
う
代
替
農
地
確
保
等
に

よ
る
営
農
継
続
等
へ
の
支
援
強
化
な
ど
、
を
訴

え
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は
「
気

候
変
動
に
よ
る
夏
場
の
高
温
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
。
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、

今
後
5
年
間
が
農
業
構
造
転
換
の
集
中
実
施
期

間
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
実
効
あ
る
具
体
的
施

策
と
万
全
な
予
算
の
確
保
が
必
要
だ
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
各
団
体
の
会
長
か
ら
、畜
産
・

酪
農
の
窮
状
や
半
導
体
関
連
企
業
進
出
に
よ
る

代
替
農
地
の
確
保
、
2
0
2
4
年
輸
送
問
題
、

重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
活
用
、
若
手
農
業
者

が
意
欲
を
も
っ
て
農
業
に
取
り
組
め
る
支
援
等

の
要
望
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
要
望
を
受
け
、
木
村
敬
知
事
は
「
チ
ー
ム
熊

本
と
し
て
、
し
っ
か
り
農
政
を
進
め
て
も
ら
っ

て
い
る
。
農
業
の
持
続
的
発
展
を
し
っ
か
り
と

政
策
の
中
で
具
体
的
に
対
応
し
て
、
要
望
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
要
望
書
は
、
熊
本
県
議
会
の
山
口
裕
議
長
、

自
民
党
県
連
の
前
川
收
会
長
へ
も
提
出
し
ま
し

た
。

主
な
重
点
要
望
事
項

1
．
食
料
安
全
保
障
の
確
保
と
次
期
基

　
　
本
計
画
策
定
に
係
る
施
策
の
具
体

　
　
化

2
．
生
産
資
材
高
騰
対
策
等
の
継
続
・

　
　
拡
充

3
．
適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
と
国
民

　
　
理
解
の
醸
成 

4
．
環
境
調
和
型
農
業
、
ス
マ
ー
ト
農

　
　
業
の
推
進
等

5
．「
地
域
計
画
」
の
策
定
、
中
山
間

　
　
地
域
へ
の
支
援

6
．
2
0
2
4
年
輸
送
問
題
に
関
す
る

　
　
支
援
の
拡
充

7
．
生
産
者
向
け
の
補
助
事
業
の
要
件

　
　
緩
和

8
．
感
染
症
、
鳥
獣
害
、
病
害
虫
、
高

　
　
温
障
害
等
に
強
い
農
業
づ
く
り
対

　
　
策

9
．
半
導
体
関
連
企
業
進
出
に
伴
う
代

　
　
替
農
地
確
保
等
に
よ
る
営
農
継
続 

10
．
土
地
改
良
施
設
の
老
朽
化
等
に
関

　
　
す
る
必
要
予
算
の
確
保

11
．
新
規
就
農
者
、
担
い
手
等
へ
の
支

　
　
援

12
．
労
働
力
確
保
対
策 

13
．
農
業
委
員
会
の
体
制
強
化

14
．
品
目
別
対
策

　
　
①
水
田
・
畑
作
農
業
政
策

　
　
②
畜
産
・
酪
農
政
策

　
　
③
園
芸
・
果
樹
政
策

農
家
の
声
を

国
政
に
！

参議院議員

藤木しんや
活 動 報 告

Fu j i k i  S h i n y a
    　a c t i v i t y  r e p o r t

① 生産現場からの声を国政に届け、実現します

② 食料安全保障の強化の実現を目指します

③ 中小・家族経営、中山間地農業への更なる

　 理解と支援の拡充に取り組みます

④ 地域の拠り所であるJAの取組を後押しします

4つのVision

農家・農業の未来のため全力で頑張ります

藤木しんやプロフィール
農林部会長代理
食料安全保障強化本部事務局次長
農林部会　野菜･果樹･畑作物等対策委員長
農林部会　畜産･酪農対策委員会事務局次長
参議院自由民主党　政策審議副会長

参議院議員2期目（平成28年7月初当選）

【自由民主党役職】

決算委員会　理事
東日本大震災復興特別委員会　理事　　
災害対策特別委員会　理事
農林水産委員会
憲法審査会

【参議院所属委員会】

農林水産大臣政務官（２回）
自由民主党　農林部会畜産酪農対策委員会事務局長 など

【これまでの主な役職等】

農林部会による畜産農家視察（宮崎）
（12月14日）

農林部会による澱粉工場視察
（鹿児島）（12月7日）

農林部会による製糖工場視察（北海道）
（11月30日）

農林部会による小麦集出荷施設視察
（北海道）（12月1日）

農林部会による江藤拓農林水産大臣
への要請（12月5日）

農林部会による畜産農家視察
（鹿児島）（12月15日）
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さ
せ
る
よ
う
必
要
な
支
援
策

を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
他
の
重
点
項
目
と
し
て

は
、
適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
と
国
民
へ
の
理

解
醸
成
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
踏

ま
え
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
、
2
0
2
4
年

輸
送
問
題
に
関
す
る
支
援
、
共
同
利
用
施
設
の

老
朽
化
に
伴
う
再
編
整
備
等
へ
の
支
援
、
半
導

体
関
連
企
業
進
出
に
伴
う
代
替
農
地
確
保
等
に

よ
る
営
農
継
続
等
へ
の
支
援
強
化
な
ど
、
を
訴

え
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は
「
気

候
変
動
に
よ
る
夏
場
の
高
温
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
。
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、

今
後
5
年
間
が
農
業
構
造
転
換
の
集
中
実
施
期

間
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
実
効
あ
る
具
体
的
施

策
と
万
全
な
予
算
の
確
保
が
必
要
だ
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
各
団
体
の
会
長
か
ら
、畜
産
・

酪
農
の
窮
状
や
半
導
体
関
連
企
業
進
出
に
よ
る

代
替
農
地
の
確
保
、
2
0
2
4
年
輸
送
問
題
、

重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
活
用
、
若
手
農
業
者

が
意
欲
を
も
っ
て
農
業
に
取
り
組
め
る
支
援
等

の
要
望
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
要
望
を
受
け
、
木
村
敬
知
事
は
「
チ
ー
ム
熊

本
と
し
て
、
し
っ
か
り
農
政
を
進
め
て
も
ら
っ

て
い
る
。
農
業
の
持
続
的
発
展
を
し
っ
か
り
と

政
策
の
中
で
具
体
的
に
対
応
し
て
、
要
望
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
要
望
書
は
、
熊
本
県
議
会
の
山
口
裕
議
長
、

自
民
党
県
連
の
前
川
收
会
長
へ
も
提
出
し
ま
し

た
。

主
な
重
点
要
望
事
項

1
．
食
料
安
全
保
障
の
確
保
と
次
期
基

　
　
本
計
画
策
定
に
係
る
施
策
の
具
体

　
　
化

2
．
生
産
資
材
高
騰
対
策
等
の
継
続
・

　
　
拡
充

3
．
適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
と
国
民

　
　
理
解
の
醸
成 

4
．
環
境
調
和
型
農
業
、
ス
マ
ー
ト
農

　
　
業
の
推
進
等

5
．「
地
域
計
画
」
の
策
定
、
中
山
間

　
　
地
域
へ
の
支
援

6
．
2
0
2
4
年
輸
送
問
題
に
関
す
る

　
　
支
援
の
拡
充

7
．
生
産
者
向
け
の
補
助
事
業
の
要
件

　
　
緩
和

8
．
感
染
症
、
鳥
獣
害
、
病
害
虫
、
高

　
　
温
障
害
等
に
強
い
農
業
づ
く
り
対

　
　
策

9
．
半
導
体
関
連
企
業
進
出
に
伴
う
代

　
　
替
農
地
確
保
等
に
よ
る
営
農
継
続 

10
．
土
地
改
良
施
設
の
老
朽
化
等
に
関

　
　
す
る
必
要
予
算
の
確
保

11
．
新
規
就
農
者
、
担
い
手
等
へ
の
支

　
　
援

12
．
労
働
力
確
保
対
策 

13
．
農
業
委
員
会
の
体
制
強
化

14
．
品
目
別
対
策

　
　
①
水
田
・
畑
作
農
業
政
策

　
　
②
畜
産
・
酪
農
政
策

　
　
③
園
芸
・
果
樹
政
策

農
家
の
声
を

国
政
に
！

参議院議員

藤木しんや
活 動 報 告

Fu j i k i  S h i n y a
    　a c t i v i t y  r e p o r t

① 生産現場からの声を国政に届け、実現します

② 食料安全保障の強化の実現を目指します

③ 中小・家族経営、中山間地農業への更なる

　 理解と支援の拡充に取り組みます

④ 地域の拠り所であるJAの取組を後押しします

4つのVision

農家・農業の未来のため全力で頑張ります

藤木しんやプロフィール
農林部会長代理
食料安全保障強化本部事務局次長
農林部会　野菜･果樹･畑作物等対策委員長
農林部会　畜産･酪農対策委員会事務局次長
参議院自由民主党　政策審議副会長

参議院議員2期目（平成28年7月初当選）

【自由民主党役職】

決算委員会　理事
東日本大震災復興特別委員会　理事　　
災害対策特別委員会　理事
農林水産委員会
憲法審査会

【参議院所属委員会】

農林水産大臣政務官（２回）
自由民主党　農林部会畜産酪農対策委員会事務局長 など

【これまでの主な役職等】

農林部会による畜産農家視察（宮崎）
（12月14日）

農林部会による澱粉工場視察
（鹿児島）（12月7日）

農林部会による製糖工場視察（北海道）
（11月30日）

農林部会による小麦集出荷施設視察
（北海道）（12月1日）

農林部会による江藤拓農林水産大臣
への要請（12月5日）

農林部会による畜産農家視察
（鹿児島）（12月15日）
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Ａ
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Ａ
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【
令
和
７
年
通
常
国
会
開
会
】 

　
令
和
7
年
1
月
24
日
に
令
和
7
年
通
常
国

会
が
開
会
と
な
り
ま
し
た
。今
国
会
に
は
、農

林
水
産
関
連
で
は
、閣
法
4
法
案（
土
地
改
良

法
等
改
正
法
案
、漁
業
災
害
法
商
法
改
正
法

案
、森
林
経
営
管
理
法
等
改
正
法
案
、食
品
流

通
合
理
化
･
取
引
適
正
化
法
等
改
正
法
案
）い

わ
ゆ
る
、農
産
物
の
適
正
な
価
格
形
成
法
案
））

お
よ
び
議
員
立
法
2
法
案（
山
村
振
興
法
改
正

法
案
、棚
田
地
域
振
興
法
改
正
法
案
）が
提
出

さ
れ
る
方
向
で
調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
、適

正
な
価
格
形
成
法
案
は
、農
業
団
体
が
強
く
要

請
し
て
き
た
内
容
で
あ
り
、改
正
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
に
よ
る
施
策
の
中
で
も
非
常
に

重
要
な
法
案
と
な
り
ま
す
。衆
議
院
で
は
自
民

党
が
少
数
与
党
と
な
り
、非
常
に
厳
し
い
国
会

運
営
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、農
林

部
会
長
代
理
お
よ
び
参
議
院
農
林
水
産
委
員

と
し
て
積
極
的
に
携
わ
り
、今
国
会
内
に
て
無

事
に
可
決
･
成
立
で
き
る
よ
う
、尽
力
し
て
参

り
ま
す
。

　
ま
た
、5
年
に
一
度
見
直
し
を
行
う
食
料
･

農
業
･
農
村
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
て
大

詰
め
の
段
階
で
す
。基
本
計
画
の
見
直
し
に
関

連
し
て
、「
酪
農
及
び
肉
用
牛
生
産
の
近
代
化

を
図
る
た
め
の
基
本
方
針（
酪
肉
近
）」お
よ
び

品
目
別
基
本
方
針（
果
樹
、花
き
、茶
）の
5
年

に
一
度
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
ま

す
。畜
産
･
酪
農
対
策
委
員
会
事
務
局
次
長
お

よ
び
野
菜
・
果
樹
・
畑
作
物
等
対
策
委
員
長
と

し
て
、最
大
限
務
め
て
参
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、能
登
半
島
地
震
･
大
雨
被
害
の
復

興
を
は
じ
め
、各
地
で
大
雨
や
地
震
等
の
災
害

が
発
災
し
た
際
の
対
応
も
重
要
で
す
。

●
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

●
身
近
な
介
護 

講
習
会

　
水
俣
・
芦
北
地
域
は
、不
知
火
海
に
面
し
た
平

坦
地
が
少
な
い
中
山
間
地
域
で
す
。特
産
と
し

て
は
、果
樹
、畜
産
、玉
葱
、水
稲
、お
茶
、花
き
等

が
あ
り
ま
す
。

　
J
A
あ
し
き
た
女
性
部
は
、1
市
2
町
、5
支

〜
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
女
性
部
活
動
報
告
〜

〜
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
女
性
部
活
動
報
告
〜

　
こ
れ
ま
で
は
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
を

続
け
て
来
ま
し
た
が
、初
心
者
で
も
で
き
る『
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
』を
5
支
部
合
同
で
開
催
し
ま
し

た
。未
経
験
者
も
大
丈
夫
！
と
の
声
掛
け
に
、こ

ど
も
さ
ん
か
ら
80
歳
代
ま
で
、同
じ
レ
ー
ン
に
立

ち
身
体
を
動
か
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
た『
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
』。　

女
性
部
員
の
自
宅
で
育
て
た
、竹
、松
、南
天
な

ど
を
人
数
分
準

備
し
て
い
た
だ

き
、J
A
関
連

施
設
（
そ
れ
い

ゆ
ア
グ
リ
）
が

作
っ
た
、
葉
牡

丹
、
ビ
オ
ラ
を

購
入
し
て
、今

回
は
地
域
住
民

の
方
々
も
一
緒

に
作
業
を
行

い
、
立
派
な
門

松
が
皆
さ
ん
の

お
宅
の
玄
関
を

彩
り
ま
し
た
。

●
門
松
づ
く
り

●
小
学
校
・
中
学
校
で
食
育
活
動

　
大
野
小
学
校（
芦
北
）の
児
童
が
、自
ら
の
手
で

栽
培
し
て
き
た
お
米
を
当
J
A
物
産
館（
で
こ
ぽ

ん
）に
て
販
売
し
、そ
の
後
場
所
を
移
し
て
学
習
発

表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
際
、当
J
A
農
産

加
工
所
産
の
合
わ
せ
味
噌
で
お
味
噌
汁
を
、芦
北

産
か
ら
い
も
で
が
ね
あ
げ
、そ
の
他
お
か
ず
を
作

り
、交
流
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、津
奈
木
小
学
校
で
は
サ
ラ
ダ
玉
葱
栽
培
、

津
奈
木
中
学
校
で
は
大
根
栽
培
か
ら
、漬
物
づ
く

り
ま
で
、青
壮
年
部
と
年
間
を
通
し
て
協
力
し
、商

品
化
か
ら
販
売
ま
で
、と
食
育
活
動
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

●
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
開
催

　
　
　
　
　
　
　
〜
能
登
半
島
へ
〜

　
令
和
6
年
1
月
1
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
。す
ぐ
に
役
員
で
集
ま
り
、行
動
を
起
こ
そ
う

と
、ま
ず
は
不
用
品
回
収
を
始
め
ま
し
た
。3
月
に

リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、女
性
部
員
を
は
じ
め

地
域
住
民
の
方
々
が
た
く
さ
ん
来
店
さ
れ
、売
上

の
全
額
を
義
援
金
と
し
て
準
備
し
ま
し
た
。会
場

　
現
在
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
、近
い
う
ち
に

介
護
を
す
る
事
に
な
る
の
で
学
び
た
い
、と
の
要

望
を
受
け
、社
会
福
祉
協
議
会
等
に
依
頼
し
、座

学
と
実
技
を
学
び
ま
し
た
。同
じ
立
場
に
い
る
部

員
同
士
で
状
況
を
共
有
し
合
い
幾
分
か
気
持
ち

が
楽
に
な
っ
た
り
、車
い
す
や
、ベ
ッ
ド
へ
の
移
動

等
、具
体
的
な
動
作
を
初
め
て
知
っ
た
り
、と
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。

▲富山県高岡市長と

　
こ
れ
ら
の
様
々
な
農
政
課
題
に
対
し
て
、生

産
者
が
再
生
産
可
能
と
な
る
所
得
の
確
保
と

基
幹
的
農
業
従
事
者
の
減
少
下
げ
止
め
を
目

指
し
、唯
一
の
専
業
農
家
出
身
議
員
と
し
て
、全

力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

【
藤
木
し
ん
や
農
政
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
】

　
1
月
10
日（
金
）に
熊
本
県
立
劇
場
に
て
、

「
藤
木
し
ん
や
農
政
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
致
し

ま
し
た
。寒
波
襲
来
に
も
か
か
わ
ら
ず
、大
変
大

勢
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
開
会
前
に
は
、全
国
農
政
連
顧
問
の
東
野
ひ

で
き
氏
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、木
村
敬
・
熊
本
県
知
事
、前

川
收
・
自
民
党
熊
本
県
連
会
長
、西
野
太
亮
・
衆

議
院
議
員
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
来
賓
と

し
て
ご
挨
拶
お
よ
び
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。ま
た
、野
村
哲
郎
・
参
議
院
議
員
に
特
別

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
多
忙
の
中
、御
参
加
・
御
支
援
・
御
協
力
を

い
た
だ
い
た
皆
様
に
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。今
後
も
専
業
農
家
出
身
の
国
会
議
員
と

し
て
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

た
め
に
は
、農
地
面
積
の
維
持
と
担
い
手
の

育
成
・
確
保
が
不
可
欠
で
す
。所
得
が
実
現
で

き
な
け
れ
ば
、若
い
人
は
農
業
に
魅
力
を
感

じ
て
く
れ
ま
せ
ん
。農
業
生
産
の
省
力
化
や

効
率
化
が
必
要
で
あ
り
、規
模
拡
大
や
、機
械

化
・
ス
マ
ー
ト
技
術
導
入
が
求
め
ら
れ
る
ほ

か
、適
切
な
経
営
安
定
対
策
が
必
要
不
可
欠

で
す
。

　
し
か
し
、我
が
国
の
歴
史
的
な
農
地
の
分

散
が
あ
る
し
、と
り
わ
け
、山
間
地
の
農
地
の

状
況
は
多
く
の
制
約
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
、そ

の
改
善
に
向
け
、農
地
の
集
積
や
、利
用
と
所

有
の
調
整
等
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
ち
ろ
ん
、島
国
で
、山
が
多
く
、傾
斜
地

を
抱
え
る
、我
が
国
の
国
土
の
制
約
か
ら
し

て
、各
地
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、容
易
に

進
展
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
状
況
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、様
々
な
工
夫
と
、政
策
推
進
と
、

地
域
や
自
治
体
や
農
業
者
の
工
夫
で
、乗
り

越
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。さ
ら
な
る

農
業
者
の
知
恵
と
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

　
近
年
、自
然
災
害
は
、激
甚
化
、頻
発
化

し
て
お
り
、「
数
十
年
に
一
度
の
大
雨
」が
、

毎
年
の
よ
う
に
、全
国
の
ど
こ
か
で
発
生
す

る
と
い
う「
異
常
」が
続
い
て
い
ま
す
。今
年

こ
そ
、平
穏
な
1
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

　
い
ま
、我
が
国
は
、農
業
従
事
者
が
急
激

に
減
少
し
、農
地
の
減
少
と
あ
わ
せ
て
、農

業
生
産
基
盤
が
弱
体
化
し
て
い
る
ほ
か
、

海
外
の
農
林
水
産
物
さ
え
も
他
国
に
買
い

負
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、将
来
的
に
、国
民
へ
の

食
料
供
給
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能

性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、食
料

安
全
保
障
の
強
化
や
持
続
可
能
な
農
業
・

農
村
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、「
農
政
の
憲

法
」と
も
言
わ
れ
る「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
」が
、昨
年
5
月
、四
半
世
紀
ぶ
り
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。今
後
5
年
間
は
、「
農

業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
」と
位
置
付

け
ら
れ
て
お
り
、現
在
、基
本
法
の
理
念
を

踏
ま
え
て
、具
体
的
な
施
策
を
定
め
る「
基

本
計
画
」の
策
定
に
向
け
た
議
論
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。農
業
者
の
皆
さ
ん
が
将
来
展

望
と
希
望
を
持
っ
て
営
農
を
継
続
で
き
る

よ
う
な
中
長
期
的
な
政
策
と
そ
れ
を
裏
付

け
る
十
分
な
予
算
措
置
が
、何
よ
り
も
必

要
で
す
。

　
国
内
農
業
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る

▲カローリング大会の様子

▲車いすを使っての実演講習

▲来店者で賑わうリユースショップ▲立派な門松ができました。

食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け

知
恵
と
努
力
を

▲児童との楽しい食育の様子

▲1月10日　藤木しんや農政セミナー

部（
水
俣
市
・
津
奈
木
町
・
芦
北
町（
芦
北
・
田
浦
・

湯
浦
））部
員
数
4
2
7
名
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、支
部
活
動
の
ほ
か
、年
代
別
・
目
的
別
を
合

わ
せ
て
17
の
サ
ー
ク
ル
で
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

で
の
募
金
活
動
に
も
ご
協
力
を
頂
き
、そ
の
後
も

約
半
年
を
か
け
て
募
金
活
動
を
行
い
、被
害
が
深

刻
だ
っ
た
奥
能

登
地
域
の
J
A

女
性
部
2
組
織

へ
義
援
金
と
し

て
送
り
ま
し

た
。そ
の
後
、9

月
に『
令
和
6

年
奥
能
登
豪

雨
』が
発
災
。今

後
も
引
き
続
き

募
金
集
め
に
取

り
組
む
予
定
で

す
。



全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言

全
国
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
山
田
と
し
お
の

農

問
政

題
に

Ｊ
Ａ
女
性
　
想
い
を
ひ
と
つ
に
　
か
な
え
よ
う
��

Ｊ
Ａ
女
性
　
想
い
を
ひ
と
つ
に
　
か
な
え
よ
う
��

No.422　みどりの風　2025.2.15（4） （5）No.422　みどりの風　2025.2.15

【
令
和
７
年
通
常
国
会
開
会
】 

　
令
和
7
年
1
月
24
日
に
令
和
7
年
通
常
国

会
が
開
会
と
な
り
ま
し
た
。今
国
会
に
は
、農

林
水
産
関
連
で
は
、閣
法
4
法
案（
土
地
改
良

法
等
改
正
法
案
、漁
業
災
害
法
商
法
改
正
法

案
、森
林
経
営
管
理
法
等
改
正
法
案
、食
品
流

通
合
理
化
･
取
引
適
正
化
法
等
改
正
法
案
）い

わ
ゆ
る
、農
産
物
の
適
正
な
価
格
形
成
法
案
））

お
よ
び
議
員
立
法
2
法
案（
山
村
振
興
法
改
正

法
案
、棚
田
地
域
振
興
法
改
正
法
案
）が
提
出

さ
れ
る
方
向
で
調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
、適

正
な
価
格
形
成
法
案
は
、農
業
団
体
が
強
く
要

請
し
て
き
た
内
容
で
あ
り
、改
正
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
に
よ
る
施
策
の
中
で
も
非
常
に

重
要
な
法
案
と
な
り
ま
す
。衆
議
院
で
は
自
民

党
が
少
数
与
党
と
な
り
、非
常
に
厳
し
い
国
会

運
営
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、農
林

部
会
長
代
理
お
よ
び
参
議
院
農
林
水
産
委
員

と
し
て
積
極
的
に
携
わ
り
、今
国
会
内
に
て
無

事
に
可
決
･
成
立
で
き
る
よ
う
、尽
力
し
て
参

り
ま
す
。

　
ま
た
、5
年
に
一
度
見
直
し
を
行
う
食
料
･

農
業
･
農
村
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
て
大

詰
め
の
段
階
で
す
。基
本
計
画
の
見
直
し
に
関

連
し
て
、「
酪
農
及
び
肉
用
牛
生
産
の
近
代
化

を
図
る
た
め
の
基
本
方
針（
酪
肉
近
）」お
よ
び

品
目
別
基
本
方
針（
果
樹
、花
き
、茶
）の
5
年

に
一
度
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
ま

す
。畜
産
･
酪
農
対
策
委
員
会
事
務
局
次
長
お

よ
び
野
菜
・
果
樹
・
畑
作
物
等
対
策
委
員
長
と

し
て
、最
大
限
務
め
て
参
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、能
登
半
島
地
震
･
大
雨
被
害
の
復

興
を
は
じ
め
、各
地
で
大
雨
や
地
震
等
の
災
害

が
発
災
し
た
際
の
対
応
も
重
要
で
す
。

●
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

●
身
近
な
介
護 

講
習
会

　
水
俣
・
芦
北
地
域
は
、不
知
火
海
に
面
し
た
平

坦
地
が
少
な
い
中
山
間
地
域
で
す
。特
産
と
し

て
は
、果
樹
、畜
産
、玉
葱
、水
稲
、お
茶
、花
き
等

が
あ
り
ま
す
。

　
J
A
あ
し
き
た
女
性
部
は
、1
市
2
町
、5
支

〜
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
女
性
部
活
動
報
告
〜

〜
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
女
性
部
活
動
報
告
〜

　
こ
れ
ま
で
は
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
を

続
け
て
来
ま
し
た
が
、初
心
者
で
も
で
き
る『
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
』を
5
支
部
合
同
で
開
催
し
ま
し

た
。未
経
験
者
も
大
丈
夫
！
と
の
声
掛
け
に
、こ

ど
も
さ
ん
か
ら
80
歳
代
ま
で
、同
じ
レ
ー
ン
に
立

ち
身
体
を
動
か
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
た『
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
』。　

女
性
部
員
の
自
宅
で
育
て
た
、竹
、松
、南
天
な

ど
を
人
数
分
準

備
し
て
い
た
だ

き
、J
A
関
連

施
設
（
そ
れ
い

ゆ
ア
グ
リ
）
が

作
っ
た
、
葉
牡

丹
、
ビ
オ
ラ
を

購
入
し
て
、今

回
は
地
域
住
民

の
方
々
も
一
緒

に
作
業
を
行

い
、
立
派
な
門

松
が
皆
さ
ん
の

お
宅
の
玄
関
を

彩
り
ま
し
た
。

●
門
松
づ
く
り

●
小
学
校
・
中
学
校
で
食
育
活
動

　
大
野
小
学
校（
芦
北
）の
児
童
が
、自
ら
の
手
で

栽
培
し
て
き
た
お
米
を
当
J
A
物
産
館（
で
こ
ぽ

ん
）に
て
販
売
し
、そ
の
後
場
所
を
移
し
て
学
習
発

表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
際
、当
J
A
農
産

加
工
所
産
の
合
わ
せ
味
噌
で
お
味
噌
汁
を
、芦
北

産
か
ら
い
も
で
が
ね
あ
げ
、そ
の
他
お
か
ず
を
作

り
、交
流
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、津
奈
木
小
学
校
で
は
サ
ラ
ダ
玉
葱
栽
培
、

津
奈
木
中
学
校
で
は
大
根
栽
培
か
ら
、漬
物
づ
く

り
ま
で
、青
壮
年
部
と
年
間
を
通
し
て
協
力
し
、商

品
化
か
ら
販
売
ま
で
、と
食
育
活
動
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

●
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
開
催

　
　
　
　
　
　
　
〜
能
登
半
島
へ
〜

　
令
和
6
年
1
月
1
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
。す
ぐ
に
役
員
で
集
ま
り
、行
動
を
起
こ
そ
う

と
、ま
ず
は
不
用
品
回
収
を
始
め
ま
し
た
。3
月
に

リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、女
性
部
員
を
は
じ
め

地
域
住
民
の
方
々
が
た
く
さ
ん
来
店
さ
れ
、売
上

の
全
額
を
義
援
金
と
し
て
準
備
し
ま
し
た
。会
場

　
現
在
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
、近
い
う
ち
に

介
護
を
す
る
事
に
な
る
の
で
学
び
た
い
、と
の
要

望
を
受
け
、社
会
福
祉
協
議
会
等
に
依
頼
し
、座

学
と
実
技
を
学
び
ま
し
た
。同
じ
立
場
に
い
る
部

員
同
士
で
状
況
を
共
有
し
合
い
幾
分
か
気
持
ち

が
楽
に
な
っ
た
り
、車
い
す
や
、ベ
ッ
ド
へ
の
移
動

等
、具
体
的
な
動
作
を
初
め
て
知
っ
た
り
、と
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。

▲富山県高岡市長と

　
こ
れ
ら
の
様
々
な
農
政
課
題
に
対
し
て
、生

産
者
が
再
生
産
可
能
と
な
る
所
得
の
確
保
と

基
幹
的
農
業
従
事
者
の
減
少
下
げ
止
め
を
目

指
し
、唯
一
の
専
業
農
家
出
身
議
員
と
し
て
、全

力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

【
藤
木
し
ん
や
農
政
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
】

　
1
月
10
日（
金
）に
熊
本
県
立
劇
場
に
て
、

「
藤
木
し
ん
や
農
政
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
致
し

ま
し
た
。寒
波
襲
来
に
も
か
か
わ
ら
ず
、大
変
大

勢
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
開
会
前
に
は
、全
国
農
政
連
顧
問
の
東
野
ひ

で
き
氏
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、木
村
敬
・
熊
本
県
知
事
、前

川
收
・
自
民
党
熊
本
県
連
会
長
、西
野
太
亮
・
衆

議
院
議
員
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
来
賓
と

し
て
ご
挨
拶
お
よ
び
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。ま
た
、野
村
哲
郎
・
参
議
院
議
員
に
特
別

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
多
忙
の
中
、御
参
加
・
御
支
援
・
御
協
力
を

い
た
だ
い
た
皆
様
に
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。今
後
も
専
業
農
家
出
身
の
国
会
議
員
と

し
て
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

た
め
に
は
、農
地
面
積
の
維
持
と
担
い
手
の

育
成
・
確
保
が
不
可
欠
で
す
。所
得
が
実
現
で

き
な
け
れ
ば
、若
い
人
は
農
業
に
魅
力
を
感

じ
て
く
れ
ま
せ
ん
。農
業
生
産
の
省
力
化
や

効
率
化
が
必
要
で
あ
り
、規
模
拡
大
や
、機
械

化
・
ス
マ
ー
ト
技
術
導
入
が
求
め
ら
れ
る
ほ

か
、適
切
な
経
営
安
定
対
策
が
必
要
不
可
欠

で
す
。

　
し
か
し
、我
が
国
の
歴
史
的
な
農
地
の
分

散
が
あ
る
し
、と
り
わ
け
、山
間
地
の
農
地
の

状
況
は
多
く
の
制
約
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
、そ

の
改
善
に
向
け
、農
地
の
集
積
や
、利
用
と
所

有
の
調
整
等
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
ち
ろ
ん
、島
国
で
、山
が
多
く
、傾
斜
地

を
抱
え
る
、我
が
国
の
国
土
の
制
約
か
ら
し

て
、各
地
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、容
易
に

進
展
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
状
況
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、様
々
な
工
夫
と
、政
策
推
進
と
、

地
域
や
自
治
体
や
農
業
者
の
工
夫
で
、乗
り

越
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。さ
ら
な
る

農
業
者
の
知
恵
と
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

　
近
年
、自
然
災
害
は
、激
甚
化
、頻
発
化

し
て
お
り
、「
数
十
年
に
一
度
の
大
雨
」が
、

毎
年
の
よ
う
に
、全
国
の
ど
こ
か
で
発
生
す

る
と
い
う「
異
常
」が
続
い
て
い
ま
す
。今
年

こ
そ
、平
穏
な
1
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

　
い
ま
、我
が
国
は
、農
業
従
事
者
が
急
激

に
減
少
し
、農
地
の
減
少
と
あ
わ
せ
て
、農

業
生
産
基
盤
が
弱
体
化
し
て
い
る
ほ
か
、

海
外
の
農
林
水
産
物
さ
え
も
他
国
に
買
い

負
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、将
来
的
に
、国
民
へ
の

食
料
供
給
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能

性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、食
料

安
全
保
障
の
強
化
や
持
続
可
能
な
農
業
・

農
村
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、「
農
政
の
憲

法
」と
も
言
わ
れ
る「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
」が
、昨
年
5
月
、四
半
世
紀
ぶ
り
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。今
後
5
年
間
は
、「
農

業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
」と
位
置
付

け
ら
れ
て
お
り
、現
在
、基
本
法
の
理
念
を

踏
ま
え
て
、具
体
的
な
施
策
を
定
め
る「
基

本
計
画
」の
策
定
に
向
け
た
議
論
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。農
業
者
の
皆
さ
ん
が
将
来
展

望
と
希
望
を
持
っ
て
営
農
を
継
続
で
き
る

よ
う
な
中
長
期
的
な
政
策
と
そ
れ
を
裏
付

け
る
十
分
な
予
算
措
置
が
、何
よ
り
も
必

要
で
す
。

　
国
内
農
業
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る

▲カローリング大会の様子

▲車いすを使っての実演講習

▲来店者で賑わうリユースショップ▲立派な門松ができました。

食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け

知
恵
と
努
力
を

▲児童との楽しい食育の様子

▲1月10日　藤木しんや農政セミナー

部（
水
俣
市
・
津
奈
木
町
・
芦
北
町（
芦
北
・
田
浦
・

湯
浦
））部
員
数
4
2
7
名
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、支
部
活
動
の
ほ
か
、年
代
別
・
目
的
別
を
合

わ
せ
て
17
の
サ
ー
ク
ル
で
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

で
の
募
金
活
動
に
も
ご
協
力
を
頂
き
、そ
の
後
も

約
半
年
を
か
け
て
募
金
活
動
を
行
い
、被
害
が
深

刻
だ
っ
た
奥
能

登
地
域
の
J
A

女
性
部
2
組
織

へ
義
援
金
と
し

て
送
り
ま
し

た
。そ
の
後
、9

月
に『
令
和
6

年
奥
能
登
豪

雨
』が
発
災
。今

後
も
引
き
続
き

募
金
集
め
に
取

り
組
む
予
定
で

す
。
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昨
年
1
月
1
日
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
か
ら
1
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
未
だ
復
旧
復
興
の
途
上
に
あ

り
、
被
災
者
の
皆
様
は
現
在
も
日
常

を
取
り
戻
す
為
に
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
1
月
13
日
に
は
日
向
灘
を
震

源
と
す
る
震
度
5
弱
の
地
震
が
発
生
し
て
い

る
等
、
大
き
な
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
き
な
自
然
災
害
は
、
私
た

ち
の
生
活
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

大
地
震
に
遭
遇
し
た
際
に
少
し
で
も
落
ち

着
い
て
対
処
が
で
き
る
よ
う
、
備
え
は
万

全
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
万
一
に
備
え
る
仕
組

と
し
て
建
物
更
生
共
済
を
準
備
し
て
い
ま

す
。
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

〜
Ｊ
Ａ
共
済
の
建
物
更
生
共
済

　「
む
て
き
プ
ラ
ス
」
の
ポ
イ
ン
ト
〜

①
火
災
は
も
ち
ろ
ん
、
台
風
や
地
震
な
ど

の
自
然
災
害
も
し
っ
か
り
保
障
し
ま
す
。

②
火
災
や
自
然
災
害
に
よ
る
ケ
ガ
に
も
備

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
掛
捨
て
で
は
な
く
、
保
障
期
間
満
了
時

に
満
期
共
済
金
を
受
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
生
活
を
営
む
上
で
大
切
な
家

財
の
保
障
「
M
y
家
財
プ
ラ
ス
」
も
お
す

す
め
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
へ
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

地
震
に
備
え
る

〜
地
震
か
ら
命
と
生
活
を
守
る
た
め
に
〜

〜
J
A
熊
本
県
女
性
大
会
・
家
の
光
大
会
〜

 ■ＪＡ共済防災サイトより（ＪＡ共済ＨＰ）

　
ま
た
、「
Ｊ
Ａ
共
済
防
災
サ
イ

ト
」
で
は
、
防
災
に
関
す
る
知

識
や
情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
熊
本
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
緑
の

祭
典
「
第
49
回
Ｊ
Ａ
植
木
ま
つ
り
」

が
1
月
25
日
か
ら
合
志
市
の
熊
本
県

農
業
公
園
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
で
始

ま
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
植
木
ま
つ
り
は
、
県
内
農
家

が
生
産
し
た
良
質
・
低
価
格
な
庭
園
用
樹
木

や
庭
園
、
特
産
物
を
直
売
す
る
人
気
の
イ
ベ

ン
ト
。
県
内
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
が
消

費
者
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
緑
化
木
事
業
の
振
興
・
発
展
と
Ｊ
Ａ
に

お
け
る
特
産
品
づ
く
り
の
振
興
を
目
的
と
し

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
2
月
24
日
ま
で
の
開
催
で
、
県
内
の
Ｊ
Ａ

か
ら
マ
ツ
な
ど
の
庭
木
を
は
じ
め
、洋
ラ
ン
・

花
苗
・
観
葉
植
物
な
ど
の
花
鉢
・
苗
物
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
庭
園
、
地
域
自
慢
の
特
産
物

な
ど
が
展
示
即
売
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
や
剪
定
（
せ
ん
て
い
）

な
ど
の
体
験
教
室
や
抽
選
で
賞
品
が
当
た
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
実
施

し
ま
す
。

　
1
月
25
日
の
開
会
式
に
は
、
行
政
機
関
や

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
な
ど
か
ら
関
係
者
が
出
席
し

ま
し
た
。
主
催
者
で
あ
る
経
済
連
の
丁
道
夫

代
表
理
事
会
長
は
「
49
回
と
回
数
を
重
ね
、

春
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
き
た
。
会
場

で
春
を
実
感
し
、
自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
て

も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　　　 農政連

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
や
熊
本
県
生
活

協
同
組
合
連
合
会
な
ど
11
団
体
で
構
成

す
る
熊
本
県
協
同
組
合
間
提
携
推
進
会

議（
事
務
局
＝
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
）は
12

月
16
日
、合
志
市
の
Ｊ
Ａ
熊
本
教
育
セ

ン
タ
ー
で「
2
0
2
4
く
ま
も
と
協
同
組
合
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」を
開
催
し
ま
し
た
。県
生
協

連
、県
漁
連
、県
森
連
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
な

ど
の
役
職
員
80
人
が
参
加
し
、協
同
組
合
の
役

割
に
つ
い
て
再
確
認
を
行
い
、2
0
2
5
年
国

際
協
同
組
合
年（
Ｉ
Ｙ
Ｃ
2
0
2
5
）に
向
け

て
機
運
を
高
め
ま
し
た
。

　
日
本
協
同
組
合
連
携
機
構（
Ｊ
Ｃ
Ａ
）の
比

嘉
政
浩
専
務
か
ら「
協
同
組
合
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
」と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、地
域

「
２
０
２
４
く
ま
も
と
協
同
組
合
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」を
開
催

課
題
の
解
決
に
向
け
て
協
同
組
合
間
の
連
携

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。ま
た
、「
国
際
協
同
組

合
年
に
向
け
て
何
が
で
き
る
か
」を
テ
ー
マ

に
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
、参
加
者
ら
は
所
属

団
体
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
な
が
ら
、地
域

貢
献
活
動
や
一
般
消
費
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
各
団
体
の
連
携
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

ま
し
た
。こ
の
中
で
学
生
や
消
費
者
と
商
品

の
共
同
開
発
や
広
報
展
開
、協
同
組
合
の
施

設
を
回
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多

数
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
熊
本
県
協
同
組
合
間
提
携
推
進
会
議
は
今

後
、グ
ル
ー
プ
討
議
で
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア

や
意
見
を
参
考
に
、Ｉ
Ｙ
Ｃ
2
0
2
5
の
本

県
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

▲講演するJCAの比嘉専務

▲各グループからの発表の様子

▲経済連茶業センターブースも大好評

会場
の
様子

会場
の
様子

▲大会会場風景

　JA中央会

JA経済連
　
Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組
織
協
議
会
と

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
、家
の
光
協
会
は
12

月
13
日
、宇
城
市
の
ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば

せ
で「
令
和
6
年
度
Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性

大
会
お
よ
び
家
の
光
大
会
」を
開
催
し
ま
し

た
。

　
開
会
に
あ
た
り
Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組
織
協

議
会
の
太
田
桂
子
会
長
は「
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
、

地
産
地
消
や
食
農
教
育
、農
産
加
工
や
直
売

所
活
動
等
に
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
、食
料
・
農
業
の
大
切
さ
を
消
費
者
や
次
世

代
を
担
う
子
供
た
ち
に
伝
え
て
き
た
。今
後

も
女
性
部
活
動
を
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会

長
は「
こ
れ
ま
で
以
上
に
Ｊ
Ａ
を
積
極
的
に

利
用
し
、Ｊ
Ａ
の
活
動
・
事
業
運
営
に
も
参
加
・

参
画
い
た
だ
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、女
性
部
や
青
壮
年
部
、Ｊ
Ａ
役
職

員
な
ど
関
係
者
約
7
5
0
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
組
織
活
動
体
験
発
表
で
は
、「
部
員
の
思
い

に
寄
り
添
っ
て
」と
題
し
て
発
表
し
た
Ｊ
Ａ
か

み
ま
し
き
の
藤
原
真
澄
さ
ん
を
、記
事
活
用

体
験
発
表
で
は
、「『
家
の
光
』に
お
し
え
ら
れ

て
」と
題
し
て
発
表
し
た
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
の

下
﨑
洋
子
さ
ん
を
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
に
選

び
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
年
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
作
文
コ

ン
コ
ー
ル
発
表
で「
新
た
な
価
値
を
与
え
る

存
在
」と
題
し
て
発
表
し
た
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ

女
性
組
織
活
動
の
活
性
化
と
部
員
意
識
の
高
揚
を
高
め
る

　JA共済連

の
杉
本
さ
く
ら
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
藤
原
真
澄
さ
ん

は
、令
和
7
年
度
九
州
大
会
に
、下
﨑
洋
子
さ

ん
は
令
和
7
年
2
月
に
神
奈
川
県
で
開
か
れ

る
全
国
家
の
光
大
会
に
熊
本
県
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
す
。

　
記
念
講
演
で
は
、日
赤
熊
本
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
の
小
山
和
作
名
誉
所
長
が「
医
は
食

に
学
べ
、食
は
農
に
学
べ
、農
は
自
然
に
学
べ

〜
私
の
農
村
医
学
か
ら
予
防
医
学
の
道
へ
〜
」

と
題
し
て
、こ

れ
ま
で
の
農
民

の
健
康
調
査
、予

防
の
大
切
さ
、そ

し
て
自
身
の
が

ん
罹
患
等
に
つ

い
て
語
ら
れ
ま

し
た
。

防災について知って備える

　　ＪＡ共済防災サイト

▲大会で挨拶を行う太田桂子
女性協議会会長

第
49
回
Ｊ
Ａ
植
木
ま
つ
り
を
開
催
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し
た
庭
園
、
地
域
自
慢
の
特
産
物

な
ど
が
展
示
即
売
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
や
剪
定
（
せ
ん
て
い
）

な
ど
の
体
験
教
室
や
抽
選
で
賞
品
が
当
た
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
実
施

し
ま
す
。

　
1
月
25
日
の
開
会
式
に
は
、
行
政
機
関
や

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
な
ど
か
ら
関
係
者
が
出
席
し

ま
し
た
。
主
催
者
で
あ
る
経
済
連
の
丁
道
夫

代
表
理
事
会
長
は
「
49
回
と
回
数
を
重
ね
、

春
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
き
た
。
会
場

で
春
を
実
感
し
、
自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
て

も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　　　 農政連

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
や
熊
本
県
生
活

協
同
組
合
連
合
会
な
ど
11
団
体
で
構
成

す
る
熊
本
県
協
同
組
合
間
提
携
推
進
会

議（
事
務
局
＝
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
）は
12

月
16
日
、合
志
市
の
Ｊ
Ａ
熊
本
教
育
セ

ン
タ
ー
で「
2
0
2
4
く
ま
も
と
協
同
組
合
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」を
開
催
し
ま
し
た
。県
生
協

連
、県
漁
連
、県
森
連
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
な

ど
の
役
職
員
80
人
が
参
加
し
、協
同
組
合
の
役

割
に
つ
い
て
再
確
認
を
行
い
、2
0
2
5
年
国

際
協
同
組
合
年（
Ｉ
Ｙ
Ｃ
2
0
2
5
）に
向
け

て
機
運
を
高
め
ま
し
た
。

　
日
本
協
同
組
合
連
携
機
構（
Ｊ
Ｃ
Ａ
）の
比

嘉
政
浩
専
務
か
ら「
協
同
組
合
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
」と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、地
域

「
２
０
２
４
く
ま
も
と
協
同
組
合
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」を
開
催

課
題
の
解
決
に
向
け
て
協
同
組
合
間
の
連
携

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。ま
た
、「
国
際
協
同
組

合
年
に
向
け
て
何
が
で
き
る
か
」を
テ
ー
マ

に
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
、参
加
者
ら
は
所
属

団
体
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
な
が
ら
、地
域

貢
献
活
動
や
一
般
消
費
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
各
団
体
の
連
携
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

ま
し
た
。こ
の
中
で
学
生
や
消
費
者
と
商
品

の
共
同
開
発
や
広
報
展
開
、協
同
組
合
の
施

設
を
回
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多

数
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
熊
本
県
協
同
組
合
間
提
携
推
進
会
議
は
今

後
、グ
ル
ー
プ
討
議
で
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア

や
意
見
を
参
考
に
、Ｉ
Ｙ
Ｃ
2
0
2
5
の
本

県
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

▲講演するJCAの比嘉専務

▲各グループからの発表の様子

▲経済連茶業センターブースも大好評

会場
の
様子

会場
の
様子

▲大会会場風景

　JA中央会

JA経済連
　
Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組
織
協
議
会
と

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
、家
の
光
協
会
は
12

月
13
日
、宇
城
市
の
ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば

せ
で「
令
和
6
年
度
Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性

大
会
お
よ
び
家
の
光
大
会
」を
開
催
し
ま
し

た
。

　
開
会
に
あ
た
り
Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組
織
協

議
会
の
太
田
桂
子
会
長
は「
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
、

地
産
地
消
や
食
農
教
育
、農
産
加
工
や
直
売

所
活
動
等
に
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
、食
料
・
農
業
の
大
切
さ
を
消
費
者
や
次
世

代
を
担
う
子
供
た
ち
に
伝
え
て
き
た
。今
後

も
女
性
部
活
動
を
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会

長
は「
こ
れ
ま
で
以
上
に
Ｊ
Ａ
を
積
極
的
に

利
用
し
、Ｊ
Ａ
の
活
動
・
事
業
運
営
に
も
参
加
・

参
画
い
た
だ
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、女
性
部
や
青
壮
年
部
、Ｊ
Ａ
役
職

員
な
ど
関
係
者
約
7
5
0
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
組
織
活
動
体
験
発
表
で
は
、「
部
員
の
思
い

に
寄
り
添
っ
て
」と
題
し
て
発
表
し
た
Ｊ
Ａ
か

み
ま
し
き
の
藤
原
真
澄
さ
ん
を
、記
事
活
用

体
験
発
表
で
は
、「『
家
の
光
』に
お
し
え
ら
れ

て
」と
題
し
て
発
表
し
た
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
の

下
﨑
洋
子
さ
ん
を
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
に
選

び
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
年
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
作
文
コ

ン
コ
ー
ル
発
表
で「
新
た
な
価
値
を
与
え
る

存
在
」と
題
し
て
発
表
し
た
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ

女
性
組
織
活
動
の
活
性
化
と
部
員
意
識
の
高
揚
を
高
め
る

　JA共済連

の
杉
本
さ
く
ら
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
藤
原
真
澄
さ
ん

は
、令
和
7
年
度
九
州
大
会
に
、下
﨑
洋
子
さ

ん
は
令
和
7
年
2
月
に
神
奈
川
県
で
開
か
れ

る
全
国
家
の
光
大
会
に
熊
本
県
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
す
。

　
記
念
講
演
で
は
、日
赤
熊
本
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
の
小
山
和
作
名
誉
所
長
が「
医
は
食

に
学
べ
、食
は
農
に
学
べ
、農
は
自
然
に
学
べ

〜
私
の
農
村
医
学
か
ら
予
防
医
学
の
道
へ
〜
」

と
題
し
て
、こ

れ
ま
で
の
農
民

の
健
康
調
査
、予

防
の
大
切
さ
、そ

し
て
自
身
の
が

ん
罹
患
等
に
つ

い
て
語
ら
れ
ま

し
た
。

防災について知って備える

　　ＪＡ共済防災サイト

▲大会で挨拶を行う太田桂子
女性協議会会長

第
49
回
Ｊ
Ａ
植
木
ま
つ
り
を
開
催
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　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
7
年
2
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
立
春
は
、二
十
四
節
季
に
お
い
て
春
の
始
ま
り
と

さ
れ
る
日
で
、節
分
の
翌
日
に
な
り
ま
す
。で
は
、今
年

の
節
分
は
い
つ
か
と
い
う
と
、2
月
2
日
で
す
。旧
暦

で
は
立
春
が
新
年
で
あ
っ
た
た
め
、そ
の
前
の
日
に
邪

気
を
払
う
目
的
で
は
じ
ま
っ
た
よ
う
で
す
。一
般
的
に

は
2
月
3
日
が
節
分
で
豆
ま
き
を
行
い
、恵
方
巻
を

食
べ
る
風
習
が
あ
る
よ
う
で
す
。ま
た
、恵
方
巻
を
食

べ
る
時
は
方
角
が
話
題
に
な
り
ま
す
よ
ね
。年
神
様

が
い
る
方
角
を
向
い
て
食
べ
る
と
縁
起
が
い
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。今
年
は
西
南
西
の
方
角
で
す
。こ
の

恵
方
巻
は
大
阪
で
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
が
、コ
ン
ビ
ニ
店
の
チ
ェ
ー
ン
化
に
よ
り
全
国
に
広

が
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
恵
方
巻
の
具
材
は
、7
種
類（
か
ん
ぴ
ょ
う
・
し
い

た
け
・
卵
焼
き
・
桜
で
ん
ぶ
・
え
び
・
き
ゅ
う
り
）入
れ

る
と
よ
い
と
さ
れ
、縁
起
の
良
い
七
福
神
に
由
来
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、立
春
の
食
べ
物
と
言
え
ば
、ふ
き
の
と
う
が

有
名
で
す
。ち
ょ
っ
と
苦
み
が
あ
り
ま
す
が
、天
ぷ
ら

や
蕗
み
そ
が
好
き
で
す
。ま
た
、魚
で
は
魚
編
に
春
と

書
く
鰆（
さ
わ
ら
）で
す
。鰆
の
西
京
焼
き
や
照
焼
き

が
お
い
し
い
で
す
よ
ね
。

撮影：大崎 満洲美 様

「棚田のあかり」

第12回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品

　
令
和
6
年
を
振
り
返
る
と
、様
々
な
出
来
事
が
発
生
し

た
。令
和
6
年
の
正
月
に
は
、石
川
県
で
震
度
7
の
巨
大

地
震
に
よ
り
、能
登
半
島
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
。翌
日
に
は
、羽
田
空
港
で
日
本
航
空
機
と
海
上
保

安
庁
の
航
空
機
が
衝
突
し
、5
人
が
死
亡
し
両
機
と
も
炎

上
。3
日
に
は
、青
山
学
院
大
学
が
箱
根
駅
伝
で
7
度
目

の
総
合
優
勝
し
た
も
の
の
、熊
本
出
身
の
歌
手
八
代
亜
紀

さ
ん
の
訃
報
も
同
日
だ
っ
た
。

　
3
月
に
は
、日
銀
が
マ
イ
ナ
ス
金
利
を
17
年
ぶ
り
に
解

除
し
、金
利
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決
め
た
。ま
た
、小
林

製
薬
が
販
売
し
た
紅
麹
サ
プ
リ
を
服
用
し
、死
亡
と
の
因

果
関
係
を
疑
わ
れ
る
人
が
1
0
0
人
に
達
し
た
事
件
は
、

機
能
性
表
示
食
品
の
表
現
に
も
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。

　
5
月
に
は
、台
湾
で
蔡
英
文
総
統
か
ら
頼
清
徳
総
統
へ

と
バ
ト
ン
が
引
き
継
が
れ
た
。

　
6
月
に
は
東
京
都
知
事
選
が
行
わ
れ
、小
池
百
合
子
都

政
が
3
期
目
へ
と
発
進
し
た
。こ
の
都
知
事
選
で
話
題
を

集
め
た
の
が
、広
島
県
の
元
安
芸
高
田
市
長
の
石
丸
伸
二

氏
で
、S
N
S
を
駆
使
し
、1
6
0
万
票
以
上
を
獲
得
し

た
。

　
7
月
に
は
新
紙
幣
が
発
行
さ
れ
、熊
本
県
出
身
の
北
里

柴
三
郎
が
千
円
札
に
起
用
さ
れ
た
。ま
た
、米
国
で
は
大

統
領
選
挙
の
演
説
中
に
ト
ラ
ン
プ
候
補
が
銃
撃
さ
れ
負

傷
を
負
う
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。

　
8
月
に
は
宮
崎
で
震
度
6
の
地
震
が
発
生
し
、初
の

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」が
出
さ
れ
た
。

　
9
月
に
は
、自
民
党
総
裁
選
が
実
施
さ
れ
、岸
田
文
雄

総
裁
か
ら
石
破
茂
総
裁
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。ま
た
、米
大

リ
ー
グ
で
は
、大
谷
翔
平
選
手
が
50
本
塁
打
50
盗
塁
の
偉

業
を
成
し
遂
げ
た
。

　
10
月
に
は
衆
議
院
選
挙
が
あ
り
、自
公
連
立
政
権
が
過

半
数
割
れ
に
追
い
込
ま
れ
た
。ま
た
、令
和
の
米
騒
動
、米

不
足
が
連
日
話
題
に
な
っ
た
。一
方
、ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に

日
本
被
団
協
が
選
ば
れ
た
。

　
11
月
に
は
米
大
統
領
選
挙
で
ト
ラ
ン
プ
氏
が
勝
利
し

た
。

　
12
月
に
清
水
寺
で
発
表
さ
れ
た
今
年
の
漢
字
一
文
字
は

「
金
」に
決
ま
っ
た
が
、裏
金
、金
目
当
て
の
闇
バ
イ
ト
、オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
ル
な
ど
陰
日
向
に
現
れ
た
１
年

だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

あ
ぜ
み
ち

3
2025

令和7年

今月の表紙「いけるかな～（悩み中）」 (撮影：中川 めぐみ 様)　第12回 未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト入選作品
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